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あ い ， 両方 の Flip−backが 完全 に
一

致 して お こ る こ

と を 明らか に す る とともに，平常時に お い て も互 い

の 位置 関係 を 調 整 して い る こ と を示唆し ， 高次中枢

に お ける統合作用に 興味が もたれ た。

グル コ ー
ス
ー6 一

疹酸脱水棄酵素の 進化

望月吉勝 ・堀　　浩 （北大 ・理 ・動）

　動物 の グル コ ース ー6−：燐酸脱水素酵素は 基質特異

性 に よ り 1型 （IA ，
　 IB），夏型，置型 の 3 つ の タ イ プ

に 分 け られ る （Kamada 　and 　Hori
，
1970）。各 タ イ

プの 定量的特性を譌 べ る た め 電気泳動 した ポ リア ク

リ ル ア ミ ドゲ ル を 基質と補酵素 の 8種 の 組合せ と反

応 させ， デ ソ シ ト メ ータ ーに か け て 活性 を 測 定 し

た 。 Glu◎ose −6−phosphate （G6P）＋NADP の と きの

活性 を100とす る と ，
IA・IB型 は Galactose−6−phos・

phate　（Ga16P）　と　2−deoxy 　glucose−6−phosphate

（dG6P） に 10以下で あり，軟体動物の 1 型は Ga16P

に 30，dG6P に 10以 下 で あ っ た。こ れ ら は glucose

→
−NADP に 0 ，NAD の と き すべ て 0で あ っ た 。 魚

類 ・両棲類 の 亙型 と哺乳類の 辺型は ，8 種 の 組 合せ

す べ て に あ る程度 の 活性を 示 した が ， dG6P ＋ NADP

に 対す る活性 は魚類 ・両棲類が 30
， 哺乳類 が 10  以

上 と 大 き く違 っ て い た 。

イ ドテ ア の 歩 行 肢 と遊 泳肢 の 遅動様式 に つ い て

中村浩之 （北大臨海実験所）

　海産甲殻類 イ ドテ ア は 運 動器宮 と して 歩行肢 と遊

泳肢を持ち，後者 は 動物 が 停止 および 歩行中に 5 〜

前後で動き ， gill　ventilation の 機能を果 た す。歩行

肢 ， 触 角が 何 か に 接す る 間は泳が ず ， こ れが離 れ る

時あ る い は 腹部を 刺激され た 時 に 泳ぎ出す 。 遊泳中

は歩行肢が腹面 に 折 りた た まれ ， 遊泳肢 の 動 きが 10

％ 前後 に 変化 し，触角は真直ぐ前方 へ 突き 出 る ． こ

の 期間中歩行肢 へ 分布す る神経か らパ ー
ス ト状 の 活

動 電位 が 記 録 され る。 触 角が 障害物に 接す る と遊泳

肢 の 動 きは 5 ％ に 戻 り．歩行肢 が 開か れて 簷地 し，
バ ース ト状 の 活動電位 が 減少 す る。歩行肢 ， 触角が

何 か に 接 して い な くとも刺激の 場所や種類 の 変化で

泳が ぬ場合が あ るが ， こ れは歩行肢およ び触角が刺

激 を 受けた 時点で い か な る姿勢を と っ て い た か に 関

記

係す乱 以上海水中 で遊泳す る イ ドテ ア の 歩行肢と

遊泳肢 の 協調関係を ，吸引電種 の 利用 で 神経 の 活動

電 位 が 記録で き た こ とから，電気生 理 学的な 記録 も

加え て 論議 した 。

哺乳類数種 の 末棺血における染色体直接観察法

森 　美智子 （北 大 ・理 ・染色体研 ）

　牛 白血 病細胞の 病理学的調査 中に 健康牛 の 末梢血

中に も少数 の 分裂細胞が存在 す る と い うこ とが 獣医

学部 の 其 田 博士 に より見出され た。演者 は ， 牛以外
の 数種 の 哺乳動物に お い て も末梢血 中に 分裂細胞 が

み られ ，そ れ が 染色体分析 に実用 し得 る こ とを 見出

した の で 報告す る。

　馬 ， 牛 ， 吠 え鹿，豚 ， 兎 ， ラ ッ ト，マ ウ ス ，ゴ ー

ル デ ン ハ ム ス タ ー
、 輪尾 き つ ね 猿 ， 猫，犬の 静脈ま

た は 直接心臓 か ら ヘ バ リ ン を入 れ た 注射筒 で 採 血 し

た 。 全血 0．25〜3　）nl を 6〜 9ml の 培養液 に 加

え 静 か に 攪 拌 し， 0．5〜3時間 37 °C に保 っ た後 コ

ル ヒ チ ン （0．　03・ve ．　2　P9 ／ml ）を 加え ， さ らに 2 〜

3時間後，低張処理 （0．075MKcr ，37 ° C　20分），

カ ル ノ ア 液 で 固定後 ， 空気乾燥法で 標本を作 っ た 。

上 記11種中 ， 有蹄類 4種お よ び兎に つ い て は実用可

能な 結果 が 得 られ ，平均分裂頻度 は 馬 0，37％ ， 牛
0．　29％，吹え鹿 D．　40％ ， 豚 ユ，08％，兎 0，21％ で

あ っ た 。 齧歯目 3種 で は 若干 の 分裂灘胞 が み られ た

が 核 型 分析 は不可能で あ った 。 猿 ， 猫 ， 犬 に は 分裂

は み られな か っ た。

人 工多数排卵 に よ り誘発された 三 倍性マ ウ ス 胚 の 発

生異常

押村光雄 ・高木信夫 （北大 ・理 ・染色体研）

　人 工 多数排卵 に よ っ て 得 られ た 3n 胚 （A ／Hegx
CBA ／T ，T66 ，Takagi　 1970） の 着床後 の 発生過程

を追求 した 。 受精後 7，5 日 目で は 約 IS．　2％ （ユ4t76）

に 3n 胚 が み とめ られ，そ れ ら は 2n の 同腹児 に 比

し 1〜 2 日程度の 発生 の 遅れが認められ た 。
9，5〜

12．5日 目 の 胎児 288個体 は 卩 11圧 常 ，   や や 発生 の

遅れ た もの ，   異常卵筒 （胚膜 の み で 明らか な 胎児

の 認められ な い もの ），C4〕奇胎，．の 4群 に 分類され

た 。 第 1群 182個体は 3n および 2n ＋ 1 各 1個体
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